
　ITS世界会議東京2013が20回目となり、この間のITS
の進化は著しいものがある。産業界のITSは、社会や技術
の変化を受けてITSの進化を支えてきた足跡そのものであ
り、今後も次世代ITSの構築に向けて産業界への期待は大
きい。しかし産業界ではビジネスが常にタスクとなってお
り、ITSもこれに貢献しなくてはならない厳しい状況にお
かれている。初めて日本でITS世界会議が開催された1995
年頃は、カーナビ、VICS、ETC等ITSの基礎技術を構築
することで産官学が一体となり研究開発が続けられた。
ITS分野という新しいビジネスエリア創出の萌芽となった
のである。
　2004年の日本で2回目となるITS世界会議の頃は、カー
ナビの伸び、携帯電話、インターネットが普及し、コン
ピュータ技術、情報通信技術の進化と相まって、自動車産
業、電機、通信産業等の分野に産業界のITS分野が拡大し
ていった。しかしこれとは裏腹に2008年10月のリーマン
ショックで代表されるように100年に一度という世界的
な経済危機に陥り産業界は経営的に厳しい状況におかれ、
ITSにおいても苦しい時期を進むこととなった。その後、
日本では2011年3月11日の東日本大震災があり、産業界に
大きな影響を与えた。ITSはこのような状況下においても
社会に貢献する事が出来たことは、今までの地道な努力の

積上げの賜物と言える。産業界の多大な努力は困難を乗り
越える大きな力となった。“レジリエンス（復興回復力）”
という用語も多く使われた。
　その後今回のITS世界会議までの間ITSは更なる進化
を遂げ、自動車分野では環境・エネルギーや安全・安心へ
の対応、効率向上、ハイブリッド、電気自動車等電動化の
拡大、スマートフォンに代表される情報通信技術の拡大、
路車/車車間通信技術、自動運転等の制御技術の向上、プ
ローブ交通情報提供等のビッグデータ処理技術、街づくり
を意識したスマートコミュニティ等、いままで培ってきた
蓄積が新しい価値観とビジネスエリアを生み出している。
　ITSは街づくりのツールいう概念がさらに発展し、社会
の変化とともに次世代社会を構築し、経済を活性化する重
要な位置づけとなっている。産業界のITSも従来のものづ
くり分野のみならず、情報通信分野、新材料分野、サービ
ス分野、インフラ分野等あらゆる分野がシステム連携し新
しいビジネスエリアで考えるべき時期となっている。自動
運転の可能性、ビッグデータによる新しいサービスの創出
等の新たなビジネスの可能性が創出されるステージに入っ
ている。このような視点で、寄稿頂いた会員企業及び公的
研究機関の内容を読むと、産業界のITSの取組み・活動現
状について具体的に理解できる。

　以下に寄稿頂いた企業名、機関名及びテーマと具体的な内容を記載する。

1．はじめに

2．会員企業・公的研究機関からの寄稿

　情報通信の高速化、スマートフォンなど活用端末やサービスの低価格化の促進などを
背景に、また新たなテーマとして「自動運転・高度運転支援」や「ビッグデータ活用」も
注目されており、ITSに取組む企業活動の分野や裾野が拡大している。
　そこで昨年に続き、ITS Japanの会員企業19社から、新たな領域に取組んでいる内容
等具体的な取組み・活動の寄稿を頂いた。
　加えて、ITS Japanコミュニティプラザで講演頂いた2つの公的研究機関に、将来の
技術・産業を支える技術基盤の準備状況を紹介頂いた。
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図表 3 − 1　会員企業・公的研究機関からの寄稿一覧

■会員企業からの寄稿� （企業名 50 音順）

企業名 テーマ 掲載頁

いすゞ自動車（株） 情報化技術活用による商用車効率化の実現
～みまもりくんオンラインサービス～ P．154

沖電気工業（株） �ETCを用いた「DSRC来店検知システム」 P．155

（株）KDDI研究所 パーソナルエージェントとHTML5を使った車載インフォテイメントシステム
～日常生活からドライブまであらゆる生活シーンがつながる!～ P．156

スズキ（株） ドライバーモニタリングシステム
－ドライバーの居眠り、脇見防止のための虹彩位置検出－ P．157

住友電気工業（株） プローブ情報を活用した新しい信号制御 P．158

（株）デンソー ITS世界会議東京2013の取り組み
～安心安全なモビリティ社会実現に向けて～ P．159

（株）東芝 都市交通ソリューション、道路ソリューション、エネルギーソリューションによる
交通流とエネルギーの最適運用 P．160

トヨタ自動車（株）
スマートモビリティ社会実現へ向けた取り組み�2013
クルマと人とコミュニティを相互につなげることで、クルマの移動から生活シーン
まで誰もが安心で心ときめく社会を実現したい

P．161

日産自動車（株） ワンウェイ型カーシェアリング「チョイモビ�ヨコハマ」
～リアルタイム車載GPSによる動態管理～ P．162

日本電気（株） 渋滞緩和に向けた多様なロードプライシングを実現するソリューション�
～乗車人数自動計数システムの活用～ P．163

パナソニック（株） フロントインフォディスプレイ
～オンダッシュタイプのHUD～ P．164

富士重工業（株） ITS世界会議東京2013ショーケースへの参加 P．165

富士通（株） ビッグデータ時代の位置情報を活用したクラウドサービスとオープンデータ P．166

本田技研工業（株） 「ITS世界会議東京2013におけるホンダの出展概要」
Cooperative�ITSから協調型自動運転技術の取り組みについて P．167

マツダ（株） ITS世界会議東京2013�広島デモ
～広島における世界初の路面電車－自動車間通信�ASVデモ～ P．168

三菱自動車工業（株） V2X通信を利用した運転支援システムの開発 P．169

三菱重工業（株） ITS取り組み事例のご紹介 P．170

三菱電機（株） 様々な事業のノウハウを結集した先進の自動車技術を搭載
三菱電機　コンセプトEV「EMIRAI�2」を開発 P．171

矢崎総業（株） クラウド型運行記録計（デジタルタコグラフ）システム P．172

■公的研究機関からの寄稿

機関名 テーマ 掲載頁

独立行政法人
宇宙航空研究開発機構 準天頂衛星システムのITS分野への応用とJAXAの取り組み P．173

独立行政法人
情報通信研究機構

コグニティブ無線技術を用いた車載/固定無線メッシュ基地局ネットワークを
統合した公共用防災ネットワーク P．174
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